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概要：利便性に優れかつ有用性の高い規格であるJIS B 

0001：機械製図が，2019年に改正されたが，改正規格に

は，製図則の不適格な使い方が散見される．JIS B 0001

は，機械製図に必要なJISを集大成した特殊な規格で

あり，そのため該当する単独のISO規格はない．また，

規格改正に関してもある一定のガイドラインが存在

しているのである．本報は，製図規格制定・体系化の

原則を精査し，製図総則ならびに改正機械製図規格の

製図則に関して考察した． 
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1. はじめに 

設計製図の重要さは認識していても，新たな製図規格

および製図関連規格に対応した設計製図教育の環境を

整えることが難しく，旧来の規格による設計製図教育の

ケースが多いのが実情である．また，製図則に則らない

規格を使うことは誤ったことであり，これからのものづ

くりに多大な損害を与えることになる．本報は，製図規

格制定・体系化の原則を精査し，製図総則ならびに改正

機械製図規格の製図則に関して考察した． 

 

2. 製図規格制定・体系化の原則について１） 

製図規格に汎用性，国際性を与え，体系化を進めるこ

とが Z 8302-1973製図通則の制定条件であった．しかし，

製図通則は，ISOに基づいて改正されることなく経過し

たので，その後の制定された諸製図規格との食い違いが

目立ち，国際性にも乏しいことから，1984年3月に廃止

されるに至った．なお，同規格の審議過程で製図規格の

体系図が構成・制定されており，1984年3月制定のZ 8310

製図総則に反映されている． 

製図の機能に基づいて，製図が備えなければならない

特質と製図規格の方向性を考えて，次の原則の基に規格

が制定されることになる． 

1)技術の国際化に対応する国際性，技術の多岐化とその 

 総合補完性に応じる各部門間の汎用性（整合性・普遍 

 性）および技術の大衆化時代に対応できる大衆性（平

易性）を持たなければならない． 

特に規格内容の表現・記述については，規格の大衆性

を考慮して，基本原理，基本的事項，例外的事項の順 

序で示し，記述は平易に誤解のないようにする．  

2)製図の内容の解釈に曖昧さがないように，十分な一義 

性を備える必要がある． 

3)国際性を保つために，ISOの製図規格と本質的に整合

しなければならない． 

4)図面が様々な部門にわたって広く利用されることを

考え，部門間の統一は諮って，汎用性を高める必要が 

 ある．種々な事情で統一が不可能な場合でも，相互理

解に役立つように，規格制定する必要がある． 

5)大衆性を保つために，だれが見ても分かりやすく，原

則的，基本的なことに重点がおかれる必要がある． 

製図規格は，例外的事項を規格化するためのものであ

ってはならない．また，規格内で定めている規則も単

純であることが必要である．（以降省略）． 

 この体系化の原則に示す通り，製図総則は全製図規 

格を含む規格制定の考え方と製図規格の体系を示すこ 

とになる． 

Z 8310：2010 製図総則の適用範囲を記す．「この規

格は，工業分野で用いる図面を作成する場合（以下，製

図という．）の基本的事項及び総括的な製図体系につい

て規定する．なお，ここでいう図面とは，対象物を平面

上に図示するもの又はCADモニタ上に図示するものであ

って，設計者と製作者の間，発注者と受注者の間などで

必要な情報を伝えるもの，及び所定の様式を備えたもの

をいう．また，ここでいう図面には，原図から複製した

もの，原図を部分的に複製したもの及び合成して作成し

たもので，原図と同じ機能をもつものを含む．製図に関

する分野別の規格は，次のとおり規定されている．  

a) 土木製図,JIS A 0101  b) 建築製図,JIS A 0150  

c) 機械製図,JIS B 0001  d) 電気製図,JIS C 1082 

-1〜JIS C 1082-4 」（以降省略）． 

 

3. 体系的製図規格の制定(JIS Z 8310～8321) ２） 



従来のISOの製図規格では機械製図的色彩が強かった

のを改め，建築，土木の製図方式を大幅に盛り込んだ，

一般工業に汎用性のある規格に改正されたのに合わせ

て，わが国においても製図規格の体系そのものを大幅に

見直して，製図通則という一つの規格ではなく，体系的

な個々の独立規格にするという案がまとめられ，1989年

に，次に記す諸規格が制定されるに至った．  

 製図規格体系においては，①基本的事項に関する規格， 

②一般的事項に関する規格，③部門別の製図規格，④特

殊部分，部品に関する規格，⑤図記号に関する規格，⑥ 

CADに関する規格に大別され，またこれらの諸規格を総

括する製図総則，製図用語を定めたものである． 

 2010年に至り，製図全般においては製図総則に，また

機械部門においては機械製図に，その内容を最近の生産

および使用の実態を踏まえて規格内容の充実を図るた

め，かなりの改正が加えられ，製図総則（Z 8310：2010） 

および機械製図（B 0001：2010）として制定された． 

 

4. JIS B 0001:2019 機械製図に関して 

4.1. JIS B 0001の規定・解釈で留意するルール 

機械製図に必要なJISの抜粋部（以降，原典という）

に，原典にはない規定や解釈が加えられたものがある．

これによって，解釈の一義性が失われ，ダブルスタンダ

ードになる．ダブルスタンダードは，あってはならない．  

機械製図に必要なJISを集大成した B 0001の規定・解 

釈で留意するルールは，次のルールである． 

ルール(1)：解釈の一義性を保つために，新たな規定や 

解釈を原典に加えない． 

ルール(2)：JIS化されていない他国の規格を用いない． 

ルール(3)：B 0001とは別体系とみなされるCAD製図など 

を適用しない． 

4.2. 改正の趣旨に関して 

規格の解説によると，「2010年に第6版が発行され

た後，2015年の定期見直しでは確認としていたが，改

正以来，経済産業省（日本工業標準調査会）又は一般

財団法人日本規格協会を経由して原案作成委員会に， 

B 0001の利用者から様々な質問及び要望が寄せられて

いた．また，旧規格の改正の下準備として，2016年度

のISO/TC 10国内委員会，ISO/TC 213国内委員会及び

B 0060“デジタル製品技術文書情報”シリーズ原案作

成委員会の活動の中で，関係者から改正点・問題点な

どを収集した．そこで集まった主な意見は， 

①校正ミスと思われる幾つかの明らかな間違いを修正 

したい． 

②現行の内容に加えて，CAD を用いた場合を考慮した

規定も追加したい． 

③見映えを考慮した図例になるよう改善したい． 

④製図に関わる最新のISO規格又はASME規格の規定も， 

慎重に審議し，採用できるものは導入したい． 

⑤図面における注記など，従来からの日本語に加えて， 

国際化の観点から英語表現も許容する図例を追加し

たい． 

などであり，それらの具体的な修正内容も示されて 

いた．そこで，利用者及び委員会からの意見を踏まえ，

B 0001を，第7版として改正することとした．」と記

されている．（以降省略）． 

4.3. 機械製図則を無視した根源 

製図則を逸脱した主な意見，例えば，(1)ＣＡＤを用

いた場合を考慮した規定．(2)ASME 規格の規定も，で

きるものは導入したい．(3)英語表現も許容する図例を

追加したい．などが挙げられるが，JIS は日本産業規

格である．これらが機械製図則を無視した根源である． 

 

5. おわりに 

製図は，全ての技術の基本である．「式は理論を伝

える言語」であるならば，「図面は技術を伝える言語」

である．生産拠点の海外シフトなど，国際的になる企

業活動の中で，製図の果たす役割はますます重要とな

り増大している．製図とは，不変の技術である． 
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